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大
学
に
お
け
る
博
物
館
は
、
資
料
収
集・

保
存
、
調
査
研
究
、
展
示
、
教
育・

文
化
の
普
及
と
い
っ
た
活
動
を
一
体
的
に

行
う
施
設
で
あ
り
、
実
物
資
料
を
通
じ
て
人
々
の
学
習
活
動
を
支
援
す
る
施
設
と
し
て
も
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
多
く
の
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
顧
み
ら
れ
、
年
史
と
い
う
形
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
長
年
か
け
た
編
纂
作

業
が
一
段
落
し
、
そ
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
各
大
学
の
歴
史
や
個
性
を
日
本
の
近
代
化
の
流
れ
の
中
に
捉
え
て
学
問
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
、「
大
学
の
歴
史
を
学
ぶ
（
自
校
史
）」
授
業
を
行
っ
て
い
る
大
学
も
存
在
す

る
。
そ
う
し
た
自
校
史
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
建
学
の
精
神
や
沿
革
に
つ
い
て
記
録
保
存
す
る
部
局
を
持
つ
私
立
大
学

は
多
数
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
大
学
博
物
館
の
よ
う
な
施
設
に
展
示
し
、
自
校
史
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
歴
史
や
特
色

あ
る
研
究
資
料
と
共
に
展
示
し
、
地
域
住
民
に
も
公
開
す
る
大
学
が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
施
設
は
、
大
学
の
魅

力
を
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
特
集
で
は
、
各
大
学
に
お
け
る
博
物
館
な
ど
の
施
設
の
概
要
や
コ
ン
セ
プ
ト
、
運
営
体
制

や
活
用
方
法
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
各
大
学
に
お
け
る
博
物
館
な
ど
、
大
学
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
る
機

会
と
し
た
い
。

特 集

自
校
史
と
大
学
博
物
館

302018.9　大学時報



１
４
０
年
の
歩
み
を
体
感
す
る
空
間

―
立
教
学
院
展
示
館
の
試
み

豊
田 

雅
幸

●
立
教
学
院
展
示
館
学
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

学
院
資
料・

村
岡
花
子
文
庫
展
示
コ
ー
ナ
ー
と
自
校
史
の
展
開

―
「
小
規
模
」「
後
発
」
を
乗
り
越
え
て

―

松
本 

郁
子

●
東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室

大
学
史
を
基
軸
に
研
究
、
教
育
と
公
開
事
業

―
日
中
を
懸
け
た
東
亜
同
文
書
院
か
ら
愛
知
大
学
へ

―

田
辺 

勝
巳

●
愛
知
大
学
豊
橋
研
究
支
援
課
長

日
本
文
化
の
研
究・

教
育・

発
信
拠
点
と
し
て
の
博
物
館

渡
邉 
卓

●
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教

過
去・

現
在・
未
来
を
つ
な
ぐ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

―
早
稲
田
大
学
歴
史
館
に
つ
い
て

―

尾
崎 

健
夫

●
早
稲
田
大
学
文
化
推
進
部
文
化
企
画
課

自
校
史
は
大
学
博
物
館
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か

橋
爪 

節
也

●
大
阪
大
学
社
学
共
創
本
部・

総
合
学
術
博
物
館
教
授
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１　

大
学
史
を
基
軸
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

大
学
在
籍
中
に
大
学
史
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
学
生
生
活
の
充

実
に
向
け
た
有
効
な
オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
大
学
創
設
時
の
環
境

下
に
お
い
て
、「
ど
の
よ
う
な
背
景
で
大
学
が
創
立
さ
れ
、
今
に

至
っ
て
い
る
か
」
を
理
解
し
、
さ
ら
に
大
学
史
を
通
し
て
歴
史
観

と
先
輩
方
の
実
績
を
認
識
し
、
視
野
を
広
め
、
人
間
と
し
て
の
成

長
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
に
す
る
。
偏
差
値
基
準
に
よ
る
入
試

結
果
の
入
学
生
は
、
第
一
志
望
で
は
な
く
不
本
意
入
学
の
場
合
が

多
い
。
一
方
、
入
学
し
た
大
学
は
、
他
大
学
大
学
院
へ
の
進
学
を

望
ま
な
け
れ
ば
入
学
し
た
時
点
で
最
終
学
歴
校
と
な
る
。
そ
こ
で

大
学
は
、
１
年
生
の
早
い
時
期
か
ら
大
学
史
に
関
係
す
る
教
育
を

施
し
、
最
終
学
歴
校
の
ブ
ラ
ン
ド
を
学
生
に
理
解
さ
せ
、
自
信
を

も
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
卒
業
生
に
は
、
長
い
人

生
の
中
で
大
学
史
を
含
め
母
校
を
懐
か
し
み
、
母
校
へ
の
想
い
を

持
ち
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
こ
で
本
学
で
は
、
大
学
史
を
基
軸
と
し
て
、
研
究
面
で
は
「
東

亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
」
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
研

究
を
、
教
育
面
で
は
大
学
史
に
関
わ
る
講
義
な
ど
を
、
公
開
事
業

と
し
て
は
「
大
学
記
念
館
」
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
本
学
を
知
っ
て
も
ら
う
対
象
を
在
学
生
だ
け
で

な
く
、
小・

中
学
生
か
ら
高
校
生
、
卒
業
生
、
一
般
の
方
々
と
捉

え
、
大
学
史
を
中
心
に
公
開
事
業
を
行
い
、
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
る
展
開
を
し
て
い
る
。

２　

愛
知
大
学
の
創
立
と
建
学
の
精
神

　

愛
知
大
学
は
、
太
平
洋
戦
争
終
戦
の
翌
年
１
９
４
６
（
昭
和
21
）

年
11
月
15
日
、
６
大
都
市
以
外
で
は
初
め
て
、
旧
制
大
学
と
し
て

特
集

自
校
史
と
大
学
博
物
館

大
学
史
を
基
軸
に
研
究
、
教
育
と
公
開
事
業

―
日
中
を
懸
け
た
東
亜
同
文
書
院
か
ら
愛
知
大
学
へ

―
田
辺 

勝
巳
●
愛
知
大
学
豊
橋
研
究
支
援
課
長
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愛
知
県
豊
橋
市
に
49
番
目
に
設
立
さ
れ
た
。
愛
知
大
学
の
建
学
の

精
神
に
は
、「
世
界
文
化
と
平
和
へ
の
貢
献
」「
国
際
的
教
養
と
視

野
を
も
っ
た
人
材
の
育
成
」「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
が
掲
げ
ら
れ

た
。
そ
こ
に
は
戦
争
へ
の
反
省
と
民
主
主
義
の
希
求
、
そ
し
て
、

国
際
社
会
と
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
質

を
備
え
た
人
材
を
育
て
る
と
の
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
後
の
苦
難
の
中
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
ほ
か
外
地
校
か
ら
引

き
揚
げ
て
き
た
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
本
学
な
ら
で
は

こ
そ
、
72
年
前
に
掲
げ
ら
れ
た
建
学
の
精
神
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
が
成
熟
し
、
地
方
創
生
が
推
奨
さ
れ
る
現
代
に
お
い
て
も
、
響

き
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

愛
知
大
学
は
現
在
、
名
古
屋
校
舎
、
豊
橋
校
舎
、
車
道
校
舎
の

３
校
舎
体
制
で
、
名
古
屋
校
舎
に
は
大
学
院
と
法・
経
済・

経
営・

現
代
中
国・

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
、
豊
橋
校
舎
に

は
大
学
院
と
文・

地
域
政
策
学
部
と
短
大
を
、
車
道
校
舎
に
は
法

科
大
学
院
を
設
置
す
る
文
系
総
合
大
学
で
あ
る
。

３�　

「
大
学
記
念
館
」
と
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念�

セ
ン
タ
ー

　

２
０
１
８
年
、
創
立
以
来
72
年
目
を
迎
え
る
本
学
の
豊
橋
校
舎

は
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
創
立
当
時
、
豊
橋
市
の
強
力
な
支
援

に
よ
り
旧
陸
軍
第
15
師
団

（
の
ち
教
導
学
校
、
陸
軍
予

備
士
官
学
校
）
跡
地
を
提

供
さ
れ
、
発
祥
の
地
と

な
っ
た
。
敷
地
内
に
あ
る

旧
第
15
師
団
司
令
部
の
庁

舎
は
愛
知
大
学
本
館
と
な

り
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）

年
ま
で
の
50
年
間
、
事
務

棟
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
、

愛
知
大
学
お
よ
び
本
学
の

ル
ー
ツ
校・

東
亜
同
文
書

院
に
係
る
研
究
施
設
と
し

て
東
亜
同
文
書
院
大
学
記

念
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
記

念
セ
ン
タ
ー
）
が
発
足
し
、

愛
知
大
学
本
館
に
設
置
さ

れ
た
。
そ
の
本
館
は
、
建

物
の
価
値
が
評
価
さ
れ
、

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年

大学記念館 全景
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に
文
化
庁
に
よ
り
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機

に
「
大
学
記
念
館
」
と
改
名
さ
れ
、
博
物
館
相
当
施
設
と
し
て
、

愛
知
大
学
と
ル
ー
ツ
校・

東
亜
同
文
書
院
に
係
る
資
料
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
展
示
し
、
そ
の
業
務
を
記
念
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
る
。

　

東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０
６
年
に
文
部

科
学
省
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
（
オ
ー
プ
ン・

リ

サ
ー
チ・

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
／
５
年
間
）
に
「
情
報
公
開
と
東

亜
同
文
書
院
を
め
ぐ
る
総
合
的
研
究
」
と
し
て
採
択
さ
れ
、
２
０

１
２
年
に
は
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援

事
業
（
研
究
拠
点
を
形
成
す
る
研
究
／
５
年
間
）
の
「
東
亜
同
文

書
院
を
軸
と
し
た
近
代
日
中
関
係
史
の
新
た
な
構
築
」
に
採
択
さ

れ
、
10
年
に
及
ぶ
助
成
を
受
け
た
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
東
亜
同

文
書
院
45
年
史
と
愛
知
大
学
72
年
史
（
２
０
１
８
年
時
点
）
の
研

究
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
研
究
の
公
開
事
業
と
し
て
大
学
記
念

館
を
運
営
し
て
い
る
。

　

大
学
記
念
館
の
建
物
ル
ー
ツ
は
、
１
１
０
年
前
の
１
９
０
８
（
明

治
41
）
年
ま
で
遡
る
。
当
初
は
旧
陸
軍
第
15
師
団
司
令
部
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
次
い
で
陸
軍
教
導
学
校
本
部
、
さ
ら
に
陸
軍
予
備
士

官
学
校
本
部
、
そ
し
て
戦
後
の
愛
知
大
学
本
館
へ
と
変
遷
し
て
き

た
。
陸
軍
第
15
師
団
で
は
、
１
９
０
９
～
１
９
２
５
年
の
17
年
間

に
７
名
の
師
団
長
が
着
任
し
、
１
９
１
７
年
に
７
代
目
と
し
て
皇

族
で
あ
る
久く

邇に
の

宮み
や

殿
下
が
着
任
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
、
殿
下
の
長

女
良な

が

子こ

女
王
が
皇
太
子
裕
仁
親
王
殿
下
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
の

御
妃
に
決
ま
り
、
10
月
に
は
皇
太
子
裕
仁
親
王
殿
下
と
良
子
女
王

が
豊
橋
を
訪
問
さ
れ
記
念
植
樹
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
豊
橋
校

舎
内
に
健
在
の
姿
を
留
め
て
い
る
。
本
年
は
、
そ
の
記
念
す
べ
き

年
か
ら
１
０
０
年
目
に
当
た
る
。

４　

大
学
史
に
関
す
る
講
義

　

本
学
で
は
「
愛
知
大
学
の
成
り
立
ち
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

２
０
１
８
年
度
春
学
期
開
講
分
と
し
て
共
通
教
育
科
目
「
総
合
科

目
」
の
一
科
目
と
し
て
大
学
史
教
育
科
目
を
豊
橋
校
舎
、
名
古
屋

校
舎
に
て
開
講
し
て
い
る
。
講
義
は
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念

セ
ン
タ
ー
研
究
員
で
あ
る
石
田
卓
生
非
常
勤
講
師
に
よ
る
13
回
と
、

藤
田
佳
久
愛
知
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
２
回
の
計
15
回
行
わ
れ
た
。

履
修
者
は
、
豊
橋
校
舎
で
は
希
望
者
３
１
１
名
の
中
か
ら
抽
選
で

選
ば
れ
た
２
０
２
名
で
、
名
古
屋
校
舎
で
は
先
着
順
の
１
９
０
名

で
あ
っ
た
。
か
つ
て
行
わ
れ
た
大
学
史
の
授
業
は
オ
ム
ニ
バ
ス
方

式
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
反
省
点
を
取
り
入
れ
、
専
門
の
研
究

者
１
名
を
主
体
と
す
る
授
業
に
変
更
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
、
入
学

時
に
１
年
生
全
員
に
配
付
し
た
藤
田
佳
久
編
『
日
中
に
懸
け
る
：

東
亜
同
文
書
院
の
群
像
』（
中
日
新
聞
社
、
２
０
１
２
）
を
利
用
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し
、
毎
回
感
想
文
の
提
出
と
と
も
に
、
講
義
終
了
時
に
関
連
ペ
ー

ジ
を
学
生
に
伝
え
、
翌
週
ま
で
に
復
習
を
課
題
と
し
た
。

　

な
お
、
講
義
内
容
は
、
72
年
間
の
愛
知
大
学
史
だ
け
で
な
く
、

45
年
間
の
ル
ー
ツ
校・

東
亜
同
文
書
院
と
の
つ
な
が
り
、
さ
ら
に

東
亜
同
文
書
院
の
創
立
に
い
た
る
そ
れ
以
前
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

の
変
遷
ま
で
を
も
含
ん
で
い
る
。

　

豊
橋
校
舎
に
所
属
す
る
文
学
部
、
地
域
政
策
学
部
、
短
期
大
学

部
の
１
年
生
約
８
０
０
名
は
、「
文
学
部
総
合
研
究
」「
学
習
法
」

「
基
礎
演
習
」
の
１
コ
マ
を
利
用
し
、
大
学
記
念
館
に
お
い
て
記
念

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
ビ
デ
オ
鑑
賞

な
ど
に
よ
る
大
学
史
教
育
を
受
講
し
て
い
る
。
ま
た
、
名
古
屋
校

舎
現
代
中
国
学
部
の
希
望
者
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
に
て
豊
橋
校

舎
を
訪
問
し
、
大
学
記
念
館
で
大
学
史
教
育
に
参
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
博
物
館
学
芸
員
課
程
の
実
習
科
目
「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」

は
、
大
学
記
念
館
で
の
授
業
が
組
ま
れ
て
い
る
。

５　

「
大
学
記
念
館
」
の
常
設
展

①�　

大
学
史
展
示
室
「
東
亜
同
文
書
院
の
45
年
、愛
知
大
学
の
70
年
」

　

１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
に
中
国
上
海
に
開
学
し
た
愛
知
大
学

の
ル
ー
ツ
校・

東
亜
同
文
書
院
（
大
学
）
の
45
年
間
と
、
１
９
４

６
（
昭
和
21
）
年
に
創
立
し
今
日
に
至
る
愛
知
大
学
の
70
年
間
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
史
と
そ
の
つ
な
が
り
を
含
め
た
変
遷
を
軸
と
し

て
、
関
係
史
資
料
や
紹
介
パ
ネ
ル
を
多
数
展
示・

公
開
し
て
い
る
。

　

中
で
も
、
東
亜
同
文
書
院
の
『
学
籍
簿
』『
成
績
簿
』、
中
国
側

に
接
収
さ
れ
て
い
た
書
院
の
華
日
辞
典
原
稿
カ
ー
ド
（
日
中
国
交

正
常
化
前
の
１
９
５
４
年
、
日
中
友
好
協
会
を
通
し
て
返
還
さ
れ
、

１
９
６
８
年
『
中
日
大
辞
典
』
に
結
実
し
刊
行
）、
20
世
紀
前
半
の

近
代
中
国
を
記
録
し
た
貴
重
な
「
大
調
査
旅
行
」
の
関
係
報
告
書
、

お
よ
び
愛
知
大
学
設
立
許
可
申
請
書
は
一
見
の
価
値
が
あ
る
。

　

で
は
、東
亜
同
文
書
院
が
ど
の
よ
う
な
大
学
で
あ
り
、
愛
知
大
学

が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
創
立
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

「総合科目」授業

「基礎演習」（大学記念館、常設展にて）
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愛
知
大
学
の
ル
ー
ツ
校
は
、
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
に
中
国

上
海
に
誕
生
し
た
「
東
亜
同
文
書
院
」（
１
９
３
９
（
昭
和
14
）

年
、
大
学
に
昇
格
）。
当
時
の
東
ア
ジ
ア
は
、
欧
米
列
強
の
圧
力
が

清
国
へ
一
層
強
ま
り
、
日
本
も
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
清
国
と
提
携
し
、
東
ア
ジ
ア
の
安

定
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
が
、
そ
れ
ま
で
の
欧
米
指
向
中
心
で
あ
っ

た
日
本
の
中
に
新
た
に
芽
生
え
た
。
そ
れ
を
ま
ず
具
体
化
し
た
の

が
、
荒
尾
精
に
よ
る
日
清
間
の
貿
易
を
目
指
し
、
貿
易
実
務
者
を

育
成
し
よ
う
と
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
に
上
海
に
開
学
し
た
日

清
貿
易
研
究
所
で
あ
っ
て
、
卒
業
生
約
90
名
を
輩
出
し
た
。
そ
の

後
、
日
清
戦
争
が
始
ま
り
、
日
本
が
勝
利
す
る
と
、
清
国
へ
の
賠
償

金
請
求
が
唱
え
ら
れ
る
中
、
荒
尾
は
反
対
表
明
を
繰
り
返
し
、
日

清
貿
易
発
展
の
た
め
に
検
討
を
続
け
た
。
一
方
、
近
衞
家
の
筆
頭

と
な
っ
た
近
衞
篤
麿
は
独
学
の
上
、
欧
州
留
学
を
経
験
。
２
回
目

の
欧
州
訪
問
時
に
欧
州
列
強
の
ア
ジ
ア
戦
略
に
関
す
る
情
報
を
入

手
す
る
と
、
東
ア
ジ
ア
の
安
定
化
に
は
日
清
間
の
教
育・

文
化
交

流
が
必
要
だ
と
痛
感
す
る
。
そ
こ
で
、
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
、

近
衞
は
清
国
の
近
代
化
改
革
を
目
指
す
実
力
者
の
劉
坤
一
と
張
之

洞
の
両
総
督
と
の
協
議
に
よ
り
、
南
京
に
「
南
京
同
文
書
院
」
を

開
学
し
、
日
本
人
学
生
24
名
を
派
遣
し
清
語・

英
語・

商
業・

政

治
な
ど
を
学
ば
せ
た
。「
南
京
同
文
書
院
」
の
設
立
直
後
、
北
清
事

変
に
よ
っ
て
南
京
の
危
機
が
高
ま
っ
た
た
め
、
１
９
０
１
（
明
治

34
）
年
、
上
海
へ
移
転
し
、
高
昌
廟
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
し
、

「
東
亜
同
文
書
院
」
に
改
名
し
た
。
書
院
の
経
営
は
財
団
法
人
東
亜

同
文
会
が
担
い
、
初
代
院
長
に
は
根
津
一
が
就
任
し
て
、
荒
尾
精

が
意
図
し
た
日
清
間
の
本
格
的
な
貿
易
実
務
者
を
育
成
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
た
。
近
衞
は
発
展
を
図
る

べ
く
、
新
た
な
府
県
費
（
給
付
奨
学
金
）
制
度
に
よ
る
全
国
か
ら

学
生
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
上
海
へ
留
学
し
た
卒
業
生
は
５
０
０

０
名
に
上
っ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
清
語・

英
語
の
語
学
と
貿

易・

商
業
科
目
に
、
中
国
国
内
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
先
と

す
る
「
大
調
査
旅
行
」
を
配
置
し
た
。「
大
調
査
旅
行
」
は
、
２
～

６
名
が
班
を
組
み
、
希
望
地
域
に
テ
ー
マ
を
持
っ
て
３
カ
月
以
上

の
徒
歩
を
中
心
と
す
る
大
調
査
で
あ
り
、
中
国
国
内
か
ら
東
南
ア

ジ
ア
へ
と
広
が
り
を
み
せ
、
40
年
間
に
延
べ
７
０
０
コ
ー
ス
に
及

ん
だ
。
東
亜
同
文
書
院
大
学
は
、
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）
年
の

敗
戦
後
、
財
団
法
人
東
亜
同
文
会
の
解
散
と
と
も
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

そ
こ
で
、
最
後
の
学
長
本
間
喜
一
の
指
示
に
よ
り
、
中
国
か
ら

の
帰
還
時
に
、
教
職
員・

学
生
が
『
学
籍
簿
』『
成
績
簿
』
を
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
大
切
に
し
ま
っ
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ

る
（
５
０
０
０
名
に
及
ぶ
全
て
の
『
学
籍
簿
』『
成
績
簿
』
は
、
今

も
愛
知
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
）。
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上
海
か
ら
帰
還
し
た
本
間
喜
一
は
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年

に
、
財
団
法
人
東
亜
同
文
会
（
書
院
の
経
営
団
体
）
の
会
長
代
理

一
宮
房
次
郎
を
訪
ね
、「
東
亜
同
文
書
院
大
学
に
代
わ
る
べ
き
新
大

学
の
設
立
を
、
東
亜
同
文
会
と
し
て
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
数
日
後
、「
採
用
し
な
い
こ
と
に
決
定
し

た
」
と
の
回
答
を
受
け
取
っ
た
本
間
は
、「
教
職
員
有
志
が
相
集
っ

て
設
立
し
て
も
差
支
え
な
い
か
」
と
問
い
、
一
宮
氏
は
「
有
志
で

設
立
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
何
等
差
支
え
な
い
。
我
々
も
或
る
程
度

の
援
助
を
与
え
る
に
吝

や
ぶ
さ
か

で
は
な
い
」
と
答
え
た
。
本
間
喜
一
、
小

岩
井
淨
の
両
氏
は
、１
９
４
６
年
５
月
30
日
に
東
京・

九
段
下
の
若

宮
旅
館
に
て
書
院
の
教
職
員
を
招
集
。
神
谷
龍
男
、
木
田
弥
三
旺

な
ど
13
名
が
参
加
し
、
新
大
学
設
立
と
９
月
開
校
と
い
う
目
標
が

決
議
さ
れ
た
。
大
学
設
置
場
所
は
久
留
米
市・

別
府
市・

豊
橋
市・

半
田
市・

鎌
倉
市
な
ど
が
候
補
と
な
り
、「
大
学
将
来
の
発
展
」
を

見
据
え
て
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
。
中
部
日
本
に
は
法
文
系
大
学
が

な
く
、
構
想
何
如
に
よ
っ
て
は
全
国
的
大
学
と
し
て
優
秀
な
学
生

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
見
地
に
立
ち
、
さ
ら
に
旧
軍
関
係

の
建
物
の
借
入
が
有
望
で
あ
る
こ
と
、
甘
藷
の
大
量
生
産
地
で
あ

り
２
０
０
０
～
３
０
０
０
名
に
及
ぶ
学
生
の
食
糧
に
不
安
が
な
い

こ
と
か
ら
、
豊
橋
市
を
最
適
地
と
し
て
決
定
。
大
学
名
は
、「
智
を

愛
す
る
も
の
が
集
う
」
と
の
意
味
を
含
ん
だ
「
愛
知
大
学
」
に
決

ま
っ
た
。
愛
知
大
学
は
１
９
４
６
年
11
月
15
日
、
昭
和
天
皇
に
よ

る
裁
可
を
受
け
、
吉
田
茂
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
旧
制
大
学
と
し
て

許
可
さ
れ
た
。【『
愛
知
大
学
十
年
の
歩
み
（
１
９
５
６
）』
参
考
】

②�　

荒
尾
精
、
近
衞
家
４
代
、
根
津
一
の
書
展
示
室

　

東
亜
同
文
書
院
の
前
身
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
日
清
貿
易

研
究
所
設
立
者
の
荒
尾
精
、
東
亜
同
文
書
院
設
立
者
で
あ
る
初
代

東
亜
同
文
会
会
長
の
近
衞
篤
麿
（
貴
族
院
議
長
）、
書
院
第
５
代
院

長
で
あ
っ
た
近
衞
文
麿
（
内
閣
総
理
大
臣
）、
書
院
初
代
院
長
の
根

津
一
、
犬
養
毅
（
内
閣
総
理
大
臣
）
の
書
を
展
示
し
て
い
る
。

③�　

愛
知
大
学
設
立
者
名
誉
学
長
本
間
喜
一
展
示
室

　

愛
知
大
学
設
立
者
本
間
喜
一
の
生
涯
に
わ
た
る
関
係
資
料・

写

真
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
て
い
る
。

④�　

山
田
良
政・

純
三
郎
兄
弟
、
孫
文
展
示
室

　

近
代
中
国
の
革
命
家
孫
文
に
協
力
し
た
東
亜
同
文
書
院
関
係
者

の
山
田
良
政・

純
三
郎
兄
弟
に
係
る
関
係
文
献
、
中
で
も
孫
文
と

関
係
者
の
直
筆
書
、
掛
け
軸
、
孫
文
の
妻・

宋
慶
齢
の
サ
イ
ン
入

り
写
真
な
ど
、
多
数
を
展
示
し
て
い
る
。
東
亜
同
文
書
院
の
前
身

校・
南
京
同
文
書
院
の
教
員
で
あ
っ
た
山
田
良
政
は
、
書
院
を
辞

職
し
て
孫
文
が
指
揮
す
る
「
恵
州
蜂
起
」（
１
９
０
０
年
）
に
参
戦

し
戦
死
し
た
が
、
弟
の
純
三
郎
は
東
亜
同
文
書
院
の
教
員
を
務
め

た
の
ち
、
兄
の
遺
志
を
継
い
で
孫
文
の
秘
書
役
と
し
て
活
躍
し
た
。
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純
三
郎
の
四
男
で
あ
る
山
田
順
造
氏
（
東
亜
同
文
書
院
出
身
）
は

父
、伯
父
と
孫
文
の
深
い
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、大
量
の
写

真
や
文
献
な
ど
を
集
め
ら
れ
て
お
り
、の
ち
に
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。

６　

「
大
学
記
念
館
」
の
公
開
事
業

①�　

「
東
亜
同
文
書
院
か
ら
愛
知
大
学
へ
」
展
示
会・

講
演
会

　

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
か
ら
毎
年
、
全
国
各
地
（
米
国
シ
カ

ゴ
を
含
む
）
で
展
示
会・

講
演
会
を
18
回
開
催
し
て
い
る
。
大
学

記
念
館
に
所
蔵
し
て
い
る
史
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
と
、
東

亜
同
文
書
院
、
愛
知
大
学
史
に
関
わ
る
パ
ネ
ル
や
資
料
な
ど
を
展

示
公
開
。
併
せ
て
「
東
亜
同
文
書
院
45
年
＋
愛
知
大
学
」
を
ベ
ー

ス
に
、
開
催
地
と
の
関
わ
り
な
ど
研
究
を
公
開
す
る
講
演
会
を
開

催
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
は
、
愛
知
県
岡
崎
市
に
お
い
て
６

月
29
日
～
７
月
１
日
に
「
上
海
と
東
亜
同
文
書
院
大
学・

愛
知
大

学
」
と
題
し
て
開
催
し
、
来
館
者
は
３
０
０
名
を
数
え
た
。
な
お
、

18
回
ま
で
の
開
催
地
は
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

②�　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
「
大
学
記
念
館
」
開
放
（
豊
橋

校
舎
）
と
出
張
展
示
（
名
古
屋
校
舎
）

　

本
学
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
東
亜
同
文
書
院
大
学
か
ら
愛
知

大
学
へ
の
経
緯
、
お
よ
び
愛
知
大
学
創
設
時
に
掲
げ
ら
れ
た
設
立

の
趣
意
の
内
容
と
そ
の
意
義
な
ど
を
、
高
校
生
に
直
接
伝
え
て
い

る
。
史
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た
簡
単
な
ギ
ャ

「東亜同文書院から愛知大学へ」
（岡崎展示会・講演会にて）

オープンキャンバス・豊橋（大学記念館にて）

オープンキャンバス・名古屋（本館20階にて）

北海道

近畿
中国

四国

九州

東北

関東

東海

北陸甲信越

●2006年 横浜
●2007年 東京
●2008年 弘前
●2008年 福岡
●2009年 シカゴ
●2009年 神戸
●2010年 京都
●2010年 米沢
●2010年 名古屋
●2011年 富山
●2012年 沖縄
●2013年 長崎
●2014年 岐阜
●2014年 広島
●2015年 松本
●2016年 名古屋
●2017年 浜松
●2018年 岡崎
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ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
公

開
し
て
い
る
。
参
加
者
に
は
、高
校
生
の
ほ
か
保
護
者
の
参
加
も
あ

り
、中
に
は
親
と
な
っ
た
卒
業
生
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
卒
業
生
か
ら
次
の
世
代
へ
の
継
承
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

③�　

Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
名
鉄
ハ
イ
キ
ン
グ

　

２
０
１
５
年
９
月
、
Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
新

コ
ー
ス
〝「
軍
都
」
と
呼
ば
れ
た
豊
橋
市
の
歴
史
遺
産
を
訪
ね
て
〟

に
お
い
て
、２
０
２
０
名
の
参
加
者
が
豊
橋
校
舎
を
巡
り
、
大
学
記

念
館
に
は
１
２
３
４
名
の
来
館
者
が
あ
っ
た
。
２
０
１
６
年
10
月

に
は
、〝
歩
い
て
巡
る
豊
橋
の
歴
史
～
創
立
か
ら
70
年
を
誇
る
愛
知

大
学
記
念
館
を
訪
ね
て
～
〟
が
催
さ
れ
、
９
０
１
名
が
来
館
さ
れ
、

２
０
１
７
年
２
月
に
は
、
名
古
屋
鉄

道
ハ
イ
キ
ン
グ
に
て
８
１
３
名
が
来

館
さ
れ
た
。
２
０
１
８
年
11
月
23
日

に
は
、
３
回
目
の
Ｊ
Ｒ
東
海
さ
わ
や

か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〝
芸
術
と
食
欲
の

秋 

日
本
画
家
平
松
礼
二
の
作
品
展
開

催
中
の
愛
知
大
学
記
念
館
、
…
…
〟

と
し
て
立
ち
寄
り
ポ
イ
ン
ト
に
決
定

し
て
い
る
。

　

一
般
の
方
々
に
本
学
の
歴
史
と
本

学
な
ら
で
は
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
と

し
て
歓
迎
し
て
い
る
。「
地
方
創
生
」「
地
元
へ
の
還
元
」
の
一
環

と
し
て
、
地
域
と
本
学
が
ｗ
ｉ
ｎ
×
ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
構
築
で
き

る
喜
び
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

④�　

名
誉
博
士 

平
松
礼
二
画
伯 

特
別
展
示
会

　

卒
業
生
で
本
学
名
誉
博
士
で
あ
る
平
松
礼
二
画
伯
（
日
本
画
）

の
特
別
展
示
会
を
、
２
０
１
７
年
10
月
12
日
か
ら
創
立
記
念
日
ま

で
の
１
カ
月
間
、
大
学
記
念
館
２
階
７
部
屋
に
て
開
催
し
た
。
平

松
氏
は
、
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
法
経
学
部
を
卒
業
さ
れ
、

第
１
回
中
日
大
賞
展
大
賞
、
第
57
回
中
日
文
化
賞
他
多
く
の
受
賞

歴
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
て
展
示
会
も
開
催
さ
れ
た
。

　

展
示
作
品
は
、
日
本
各
地
、
東
海

地
方
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス・

ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
ほ
か
、
２
０
０
０
年
か
ら

11
年
間
担
当
さ
れ
た
「
文
藝
春
秋
」

の
表
紙
画
な
ど
、
多
彩
な
大
作
の
中

か
ら
平
松
氏
自
ら
厳
選
さ
れ
た
原
画

作
品
58
点
と
原
画
屏
風
６
点
で
あ
り
、

来
館
者
は
２
５
６
４
名
と
大
盛
況
の

毎
日
で
、
大
学
記
念
館
で
の
催
し
の

中
で
過
去
最
多
と
な
っ
た
。�

JR東海さわやかウォーキング（大学記念館前にて）

平松礼二画伯特別展示会（大学記念館2階にて）

特集 自校史と大学博物館
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愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜
獨 協 医 科 大 学⎬
	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫
	 ⎬
同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫
	 ⎬
福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫
	 ⎬
学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫
	 ⎬
兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫
	 ⎬
城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学⎫
	 ⎬
桃山学院教育大学⎭
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫
	 ⎬
大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫
	 ⎬
立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫
	 ⎬
石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫
	 ⎬
仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫
	 ⎬
東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫
	 ⎬
四日市看護医療大学⎭
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